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令和３年第３回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和 ３年 ９月 ８日（水）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 ３年 ９月 ８日（水） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

副 町 長 佐 藤 英 代 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

総 務 課 長 佐 藤 久 消 防 長 中 田 義 之

まちづくり推進課長 中 山 裕 幸 病 院 事 務 長 佐 藤 修

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 長 本 前 武 広 学 校 教 育 課 長 對 馬 政 宏

町 民 課 長 佐 藤 剛 社 会 教 育 課 長 佐 藤 修

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 選挙管理委員会書記長 佐 藤 久

健 康 推 進 室 長 野 澤 明 子 代 表 監 査 委 員 大 澤 栄 一

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 監 査 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

建 設 課 長 加 藤 慶 一 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

事 務 局 主 幹 増 田 理 恵

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町長行政報告

日程第４ 議案第１号 長万部町過疎地域における固定資産税の課税免除の特例に関する

条例

日程第５ 議案第２号 長万部町手数料条例の一部を改正する条例

日程第６ 議案第３号 長万部町過疎地域持続的発展計画の策定について

日程第７ 議案第４号 工事請負契約の締結について

（長万部町教員住宅（栄原）新築工事（建築主体））

日程第８ 議案第５号 財産の取得について

（中型スクールバス）

日程第９ 議案第６号 令和２年度長万部町水道事業会計余剰金の処分について

日程第10 議案第７号 令和３年度長万部町一般会計補正予算（第４号）

日程第11 議案第８号 令和３年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第12 議案第９号 令和３年度長万部町水道事業会計補正予算（第２号）

日程第13 報告第１号 令和３年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついて

日程第14 報告第２号 放棄した債権の報告について

日程第15 認定第１号 令和２年度長万部町一般会計決算認定について

日程第16 認定第２号 令和２年度長万部町後期高齢者医療特別会計決算認定について

日程第17 認定第３号 令和２年度長万部町国民健康保険特別会計決算認定について

日程第18 認定第４号 令和２年度長万部町介護保険特別会計決算認定について

日程第19 認定第５号 令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計決算認定について

日程第20 認定第６号 令和２年度長万部町ガス事業会計決算認定について

日程第21 認定第７号 令和２年度長万部町水道事業会計決算認定について

日程第22 認定第８号 令和２年度長万部町病院事業会計決算認定について

日程第23 同意第１号 長万部町教育委員会委員の任命について

日程第24 諮問第１号 人権擁護委員の推薦について
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和３年第３回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長 (豊嶋慎一) 諸般の報告をいたします。

監査委員から６月分７月分の出納検査報告書が提出されましたのでお手元に配付いたしました。

次に、本定例会に議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長、その他執行機関およびそれぞ

れ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において４番大谷議員、５番長﨑議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から１６日までの９日間としたいと思います。これに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から１６日までの９日間に決定いたしました。

◎町長行政報告

○議長（辻義雄） 日程第３、行政報告を行います。町長より行政報告がありますのでこれを許しま

す。

木幡町長。
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〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長（木幡正志） 第３回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。

はじめに財政関係について申し上げます。本年度の普通交付税交付額は、８月３日に決定されま

した。普通交付税の算定結果は、基準財政需要額２９億２,４９４万６,０００円から基準財政収入

額６億６,５０７万２,０００円、調整額２０１万７,０００円を控除した２２億５,７８５万７,０

００円が交付額となり、前年度と比較して６.１％、１億３,０４５万９,０００円の増額となりま

した。

次に、新型コロナウイルス感染症の対応について申し上げます。国は８月２５日、北海道を緊急

事態措置区域とし、緊急事態措置を実施すべき期間を８月２７日から９月１２日までの１７日間と

決定いたしました。この決定を受けて北海道では、全道域で警戒レベルを最大限に引き上げ、特に

札幌市など１０市町村を特定措置区域とし、人の動きの徹底した抑制に取り組んでおります。本町

としても北海道が行っている措置について、積極的かつ効果的な推進に向け協力し、引き続き感染

対策を着実に実施してまいります。

ワクチン接種事業につきましては、長万部町福祉センターを会場として実施した集団接種は、６

５歳以上の高齢者は６月２２日から７月２９日まで、１２歳から６４歳は８月２日から９月２日ま

での日程で２回の接種を完了しております。集団接種での接種率は９月２日現在７５.６％で、６

５歳以上の高齢者の接種率は７７.８％、１２歳から６４歳の接種率は７３.４％となっております。

次に、防災対策について申し上げます。今年度の防災訓練は、長万部町防災の日の７月１２日に

「避難所における感染症防止対策」をテーマとして、長万部町ファミリースポーツセンターで実施

いたしました。コロナ禍のため、各町内会の代表者や関係機関を対象とし、参加人数を限定しての

開催となりましたが、訓練には５０名の方々が参加され、避難所マニュアルの説明ののち、段ボー

ルベッド、間仕切り用パーティション、毛布、敷きマット等の災害備蓄品を使い、避難所内の居住

スペース設置を想定した体験をしていただくとともに、アンケート調査にご協力をいただきました。

今後とも、防災訓練等を開催しながら地域防災体制の強化を図り、安全・安心のまちづくりを進め

てまいります。

次に、長万部町過疎地域持続的発展計画について申し上げます。過疎地域について、総合的かつ

計画的な対策を実施するための新たな法律として、「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措

置法」が制定されました。本町は、昭和４６年４月３０日に過疎地域の指定を受け、法律が改正さ

れた折々に議会での議決をいただき、過疎計画を作成し、各分野における過疎対策の施策を総合的、

かつ計画的に実施してきたところであり、このたびの新たな法律の制定に伴い、財政状況やまちづ

くり総合計画との整合性を図りながら、計画期間を令和３年度から７年度までとした「長万部町過

疎地域持続的発展計画」を作成いたしました。なお本計画はパブリックコメントを実施し、法令に

基づく北海道との協議についても完了しましたので、計画の策定について本定例会に提案いたして

おります。

次に、北海道新幹線関係について申し上げます。現在、町内では５つのトンネル工事が施工中で

あり、８月１日現在において、掘削中の立岩トンネルのルコツ工区では、本坑５,０００メートル

のうち延長３,０５１メートルが、豊津工区では２,０６０メートルのうち７０５メートルが掘削さ

れており、また、内浦トンネルの静狩工区は、本坑５,５７０メートルのうち延長１,７３９メート

ルが掘削されております。さらに、豊野トンネルほか１か所では本坑２,１０５メートルのうち４
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６５メートルが、国縫トンネルについても本坑１,３００メートルのうち４０１メートルが掘削さ

れているところであります。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。９月７日から、地域おこし協力隊員１名を新た

に採用いたしました。今後、観光推進員として役場の産業振興課などを拠点として地域おこし活動

を行います。町では、合計４名の協力隊員の就業・自立と定住に向けた取組に対する支援を、積極

的に行ってまいります。

次に、老人福祉関係について申し上げます。地域敬老会につきましては、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、本年度につきましてもやむを得ず開催を断念し、地域敬老会の開催の代替と

して記念品等を配布していただくことにより、高齢者の長寿を祝福し、社会に貢献した労をねぎら

っていただくよう各町内会等へお願いいたしました。

次に、地域会館関係について申し上げます。新開寿の家と南栄町老人憩の家を統合した中規模集

会施設建設事業につきましては、実施設計が完了し、令和４年度での新施設完成に向けた工事関連

費用について、補正予算を本定例会に提案いたしております。

次に、生活環境関係について申し上げます。山越郡衛生処理組合から引き継ぎました、し尿処理

施設につきましては、うちうらクリーンセンター処理棟の解体工事を令和４年１月３１日までの工

期で実施中であります。

次に、農業関係について申し上げます。家畜の主たる飼料作物の牧草は、８月１５日現在の生育

状況調査では、２番草収穫作業が平年よりもやや早く進んでおり、サイレージ用とうもろこしの生

育状況も平年よりやや早く進んでおります。

生乳生産の１月から７月末までの出荷量は５,６７５トン、乳代は５億１,２７３万円となってお

り、前年同期と比較して出荷量は１３４トンの減少となり、乳代は１,６３０万円の減額となりま

した。

黒毛和牛の１月から７月末までの販売頭数は１２９頭、販売金額は１億１２５万円となっており、

前年同期と比較して販売頭数は１６頭の減少となり、販売金額は１,３３７万円の増額となりまし

た。

次に、林業関係について申し上げます。町有林一般造林事業の下刈事業は、共立地区２７ヘクタ

ール、静狩地区１.６４ヘクタール、平里地区３ヘクタールを８月６日に完了し、春植分の共立地

区の０.５ヘクタールにつきましても８月６日に完了しております。森林整備センターとの分収造

林事業の下刈事業は、豊津地区２０ヘクタールを７月１２日に完了しております。道営事業で進め

ている森林基幹道豊津・黒岩線の林道整備事業は、５月２８日に着手しております。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。今年もヒグマやキツネ、エゾシカなどに加えて、

特定外来生物であるアライグマの出没も見られる状況であり、鳥獣被害防止対策協議会と連携し、

今後もヒグマなどの有害鳥獣による人畜および農林業等への被害を防止し、住民の生活安全を図っ

てまいります。

次に、漁業関係について申し上げます。漁業関係全体の１月から７月末までの水揚げ実績は約３

６億円となっており、前年同期と比較して約１５億円の増額となりました。このうち、ホタテ貝の

生産量は１万４,５７９トン、前年同期と比較して２４.６％増加しております。また、水揚げ実績

では約３４億円、前年同期と比較して７０％増加しております。価格上昇の要因としましては、新

型コロナウイルス感染症の影響による中国等海外の消費低迷が解消されつつあることや、管外から
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移入された稚貝の生育が比較的良好だったことが考えられます。

ホタテ貝養殖漁業における地場採苗の状況は、６月から投入した採苗器には、多くのホタテ貝種

苗が付着しているのが確認されております。しかし、付着したばかりの種苗は、最も弱い時期でも

あり、慎重な取り扱いが必要となりますので、各関係機関と連携を図り、生育動向を注視してまい

ります。

ホタテ貝の稚貝に関する調査研究事業は、国のアイヌ政策推進交付金を活用して、令和元年度か

ら継続事業として実施しております。今年度の事業につきましては、７月１６日付で内閣府より交

付決定を受けましたので、長万部漁業協同組合へ事業を委託して、９月中旬から稚貝の管外移入が

開始される予定となっております。また、同事業において長万部産ホタテ貝のアイヌブランド化を

図るため、長万部漁業協同組合が主体となり、「長万部ホタテ貝アイヌブランド化推進協議会」を

８月２４日に設立し、長万部アイヌ協会、漁協役員、漁協青年部および女性部、加工協等町内のホ

タテ貝に関する従事者が集結し、有効なブランド化への協議を行いながら、商品開発等を進めてま

いります。

北海道が事業主体となり、水産物供給基盤機能保全事業で行う老朽化した長万部漁港の保全工事

は、昨年度に引き続き岸壁等の補修工事が施工開始されております。また、昨年度に引き続き、静

狩漁港防砂堤新設工事も施工されております。同じく、北海道が事業主体となり、漁村再生交付金

事業にて行う大中漁港内船揚場等改良工事等についても今年度より施工が開始されております。

次に、商工観光関係について申し上げます。商工観光全般においては、昨年から続く新型コロナ

ウイルス感染症拡大による緊急事態宣言やまん延防止等重点措置等により、飲食店を中心に影響を

受けました。この新型コロナウイルス感染症の影響に対する対策として、町内の商工事業者を対象

に、商工会を経由して「緊急事態宣言に係る臨時給付金」を、申請のあった商工会会員１７５事業

所、非会員２２事業所へ支給しております。

商工観光振興の一環として実施されております「おしゃまんべ毛がにまつり」は、昨年に続き中

止となりましたが、代替措置として今年もコロナ対策を行ったうえで「毛がに即売会」を開催し、

小サイズは例年並みの２ハイ３,０００円で３店舗各３００組を販売、また、新たに中サイズを２

ハイ４,０００円で各店舗１００組を販売し、全ての店舗で完売いたしました。即売会を実施した

ことにより、長万部の毛がにブランドを維持することができたものと考えております。

長万部駅舎内に設置されております観光案内所では、長万部観光協会が、５月に開催された総会

において、４月にさかのぼり一般社団法人として運営が始まり、引き続き本町を訪れる観光客のみ

なさんへ町内観光地の情報提供、長万部温泉、二股ラジウム温泉の案内、飲食店や販売店の紹介等、

積極的な観光アピールを行うとともに特産品の販売を行っております。さらなる事業展開および計

画等を検討しております。

また、町内主要団体を構成員とする「長万部町観光地域づくり協議会」は３年目を迎え、今年度

は、昨年の新型コロナウイルスの影響により未使用となった国庫補助金の農山漁村振興交付金の繰

越分を活用し、道内外へ滞在型観光のＰＲを始め、観光コンテンツの造成など、長万部町が事務局

となり行っております。

合宿誘致事業は、長年にわたり長万部温泉利用協同組合が積極的に誘致活動に取り組んでおりま

すが、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、全ての合宿がキャンセルに

なっております。
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次に、建設関係について申し上げます。建築事業では、町営住宅はまなすシルバーハウジング非

常灯外交換工事は工期内に完成しております。その他、各公共施設や町営住宅の修繕工事につきま

しては、計画的に実施しております。

土木事業では、国の社会資本整備総合交付金事業を活用して実施する長万部町橋りょう点検調査

業務委託は、令和４年１月２８日までの工期で実施中であります。橋りょう点検につきましては、

５年に１度の点検が法令により義務化されており、今年度は町道橋７８橋のうち１３橋の点検を実

施してまいります。また、北海道新幹線建設に伴う長万部中央跨線橋撤去調査設計業務委託は、１

２月２４日までの工期で実施中であります。

道路維持関係では、町道中山大通線外舗装補修工事は１１月１９日までの工期で、また、管内道

路排水等清掃業務は１１月２６日までの工期でそれぞれ実施しております。その他、道路、側溝等

の維持作業等につきましては、計画的に実施しております。

住宅関係では、北海道新幹線建設に伴う町営住宅南部団地移設に関して、現南部団地入居者の仮

移転先住居への転居は７月３０日で完了しております。また、南部団地の代替団地である町営住宅

仮称新南部団地建設工事基本設計業務委託につきましては、令和４年２月２８日までの工期で業務

を実施中であります。

公園関係では、６月２１日より再開したあやめ公園パークゴルフ場は、８月２５日の緊急事態宣

言が発令されたのを受け、８月２７日より町内居住者の方のご利用に限定させていただいておりま

す。

次に、公共下水道事業について申し上げます。公共下水道汚水管路カメラ調査外業務委託は、１

号幹線系統を１０月５日まで、２号幹線系統は１１月３０日までを工期で実施中であります。また、

終末処理場ポンプ外交換修繕工事は、令和４年１月３１日までの工期で施工中であります。その他、

今後予定されている北海道新幹線建設工事に伴い、支障となる汚水管移設実施設計委託業務につき

ましては、令和４年２月１０日までの工期で実施中であります。

次に、水道事業について申し上げます。道道長万部公園線改良工事に伴う水道配水管移設工事は、

１２月１５日までの工期で施工中であります。また、北海道新幹線建設工事に伴い、支障となる水

道管移設実施設計委託業務につきましては、令和４年２月１０日までの工期で実施中であります。

次に、病院事業について申し上げます。７月から内科嘱託医師１名に替わり、副院長として常勤

医師が着任し診療体制を整えております。また、新型コロナウイルスワクチン接種が順調に進めら

れていることから、インフルエンザワクチンの接種を１０月中旬から行う予定としており、順次、

町広報等でお知らせいたします。今後も感染防止対策の徹底を図るとともに、地域に根ざした住民

から信頼される病院づくりに努めてまいります。

次に、消防関係について申し上げます。今年８月末現在までの火災はありませんでした。救急件

数は１９３件で、うち、急病が９７件、交通事故が４件、一般負傷が２１件、その他転院搬送など

が７１件で、ドクターヘリによる搬送が８件となっております。

８月７日に予定されておりました体験型イベントの、おしゃまんべ消防フェス２０２１、９月４

日に予定されておりました長万部町消防訓練大会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら昨年に続き中止としております。

終わりに、本定例会に提案した議件は、条例の制定や一部改正、計画の策定、各会計補正予算、

各会計決算認定など２１件となっております。議案上程の都度、担当説明員から説明させますので、
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よろしくご審議くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。

〔町長(木幡正志)自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で行政報告を終わります。

◎議案第１号 長万部町過疎地域における固定資産税の課税免除の特例に関する条例

○議長（辻義雄） 日程第４、議案第１号長万部町過疎地域における固定資産税の課税免除の特例

に関する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前税務課長。

○税務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１号長万部町過疎地域における固定資

産税の課税免除の特例に関する条例につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

過疎地域自立促進特別措置法が令和３年３月３１日をもって失効し、新たに過疎地域の持続的発

展の支援に関する特別措置法（以下、「新過疎法」と呼称させていただきます）が制定されたこと

に伴い、固定資産税の課税免除の特例に関し必要な事項を定めるため、本条例を提案するものであ

ります。

議案本文をご覧ください。表題は、長万部町過疎地域における固定資産税の課税免除の特例に関

する条例であります。

第１条は趣旨で、新過疎法に規定する市町村計画に記載された産業振興促進区域内における固定

資産税について、地方税法の規定に基づき、長万部町税条例の特例を定めるものであります。

第２条は課税免除で、第１項は、町長は、新過疎法に規定する過疎地域として公示された日以後

に、租税特別措置法第１２条第３項の表の第１号、又は第４５条第２項の表の第１号の規定の適用

を受ける製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業又は旅館業の用に供する設備であって、

取得価額の合計額が５００万円以上の取得等をした者に対し、固定資産税の課税を免除するもので、

製造業又は旅館業については、資本金の額等が５,０００万円超１億円以下である法人が行うもの

にあっては１,０００万円、資本金の額等が１億円超である法人が行うものにあっては２,０００万

円以上の取得等を対象とする規定であります。

第２項は、第１項の課税免除は、当該適用設備等の当該事業につき、公害を防止するための適切

な措置を講じていると町長が認めた場合に行うとする規定であります。

第３項は、第１項の課税免除の期間は、固定資産税を課すべき最初の年度以後３年度とする規定

であります。

第３条は課税免除の申請で、課税免除を受けようとする者は、規則で定めるところにより、町長

に申請しなければならない旨の規定であります。

第４条は地位の承継で、課税免除を受けた者が死亡した場合はその相続人が、法人が合併により

消滅した場合は合併後存続する法人又は合併により設立した法人が、町長の承認を受けたときは、

課税免除の地位を承継する規定であります。

第５条は課税免除の取消しで、第２条の規定により課税免除を受けた者が、課税免除の要件を欠

くに至ったとき、又は、偽りその他不正の手段により課税免除を受けたときは、町長は、当該課税

免除を取り消すことができる旨の規定であります。

第６条は規則への委任で、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める規定であります。
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附則第１項は施行期日で、この条例は、公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用する。

附則第２項は長万部町過疎地域自立促進特別措置法の適用に伴う固定資産税の免除に関する条例

の廃止で、新条例の制定に伴い、長万部町過疎地域自立促進特別措置法の適用に伴う固定資産税の

免除に関する条例を廃止する規定であります。

第３項は経過措置で、新条例の規定は、令和３年４月１日以後に設備の取得等をした者に係る課

税免除について適用し、同日前に施設を新設し、又は増設した者に係る課税免除については、廃止

前の条例の例によるとする規定であります。

以上がただいま上程されました、議案第１号長万部町過疎地域における固定資産税の課税免除の

特例に関する条例の内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第２号 長万部町手数料条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第２号長万部町手数料条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第２号長万部町手数料条例の一部を改正す

る条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

一部改正により、個人番号カードの発行に関する手数料は、本年９月１日から地方公共団体情報シ

ステム機構が定めることとされたこと、また、令和２年５月２５日から個人番号の通知カードが廃

止され、再交付が行われなくなったことに伴い、再交付手数料に関する規定を削除するため、条例

の一部を改正するものであります。

条例の改正の内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の

左欄が改正後で右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

別表の「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年

法律第２７号。以下「番号利用法」という。）第２条第７項に規定する個人番号カードの再交付」

の項目および「番号利用法第７条第１項に規定する通知カード再交付」の項目を削除します。

附則として、この条例は公布の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、議案第２号長万部町手数料条例の一部を改正する条例について
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の内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第３号 長万部町過疎地域持続的発展計画の策定について

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第３号長万部町過疎地域持続的発展計画の策定についての件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中山まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（中山裕幸） ただいま上程されました、議案第３号長万部町過疎地域持続

的発展計画の策定について、提案理由と内容をご説明いたします。

本町は、過疎地域の指定を受け、法律が改正された折々に議会での議決を頂き、過疎計画を作成

し、各分野における過疎対策の施策を総合的かつ計画的に実施してきたところでありますが、この

たび新たな法律として、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が制定されたことに伴い、

長万部町過疎地域持続的発展計画の策定をするものでございます。

それでは内容をご説明いたします。標題は長万部町過疎地域持続的発展計画であります。計画期

間は、令和３年度から令和７年度であります。

次の頁が目次になっておりまして、さらに次の１頁をご覧いただきます。１基本的な事項は、（１）

として長万部町の概要を記載しております。（２）人口及び産業の推移と動向は、１頁から３頁に

かけて、国勢調査や住民基本台帳からの数値を含め整理しております。

４頁をご覧ください。（３）市町村行財政の状況を記載しており、アの「行政」では、住民ニー

ズへの対応、住民サービスの向上、他計画との整合性を示しております。イ「財政」といたしまし

て、財政状況と財源確保を表も含め示しております。

５頁をご覧ください。ウ「施設整備水準の現況と動向」について示しております。（４）は、地

域の持続的発展の基本方針であります。

６頁では、（５）として、この基本方針に基づく基本目標として、７項目を示しております。（６）

の計画の達成状況の評価に関する事項でありますが、ＰＤＣＡサイクルを確立し、実効性のある取

組を進めるものであります。（７）は、本計画の計画期間であります。

７頁をご覧ください。（８）公共施設等総合管理計画との整合でありますが、本計画では、平成

２９年３月に策定された長万部町公共施設等総合管理計画の基本方針に基づき、過疎対策に必要と

なる事業を適切に実施します。なお、これ以降も公共施設等総合管理計画との整合について記載が
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ありますが、同じ内容ですのでその都度の説明については省略させていただきます。

８頁をご覧ください。２移住・定住・地域間交流の促進、人材育成であります。（１）として「現

況と問題点」を記載し、（２）「その対策」として、ア移住定住の促進、イ地域間交流による交流人

口等の拡大、ウ人材の育成を記載しております。

９頁をご覧ください。（３）事業計画は、計画期間の取組を記載しております。

１０頁をご覧ください。産業の振興についてであります。（１）現況と問題点として、アの農林

業、イの水産業、ウの商工業、１１頁にいきまして、エの観光について、それぞれ記載しておりま

す。（２）その対策としては、１１頁から１２頁にかけて対策を記載しております。

１２頁から１３頁にかけてまして、産業振興に関する事業計画を掲載しております。

１３頁の（４）産業振興促進事項については、振興すべき業種と計画期間を記載しております。

１４頁をご覧ください。４地域における情報化については、（１）現況と問題点を整理し、（２）

その対策を記載しております。（３）事業計画は、計画期間の事業と事業内容であります。

１５頁をご覧ください。５交通施設の整備、交通手段の確保であります。（１）現況と問題点を

整理し、道路と橋梁の状況、主要幹線道路を記載しております。

１６頁をご覧ください。（２）その対策として、①から⑦までの対策を記載しております。

１６頁から１７頁にかけては、（３）として、事業計画を掲載しております。

１７頁をご覧ください。６生活環境の整備であります。（１）の現況と問題点を記載し、（２）そ

の対策では、①から⑧までの項目を対策として記載しております。また、１８頁から１９頁にかけ

て、事業計画を掲載しております。

２０頁をご覧ください。７子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進でありま

す。（１）は、現況と問題点で、（２）その対策では、①から⑥までの項目を対策として記載してお

ります。

２１頁から２２頁はこれらの事業計画を記載しております。２２頁の８は、医療の確保について

であります。（１）では、現況と問題点を示しております。（２）その対策では、①から④までの対

策を整理いたしております。（３）は、事業計画を記載しております。

２３頁の９は、教育の振興についてであります。（１）の現況と問題点では、アの学校教育とイ、

生涯学習など整理いたしております。

２３頁から２４頁をご覧ください。（２）では、その対策をそれぞれ示しております。

２４頁から２５頁は事業計画を記載しております。２５頁の１０は、集落の整備についてであり

ます。（１）現況と問題点を整理しております。

２６頁をご覧ください。（２）その対策を整理しております。（３）は、事業計画を記載しており

ます。２６頁の１１は、地域文化の振興等についてであります。（１）現況と問題点を整理してお

ります。（２）その対策を整理しております。

２７頁の（３）は、事業計画を記載しております。１３は、「その他地域の持続的発展計画に関

し必要な事項」についてであります。（１）現況と問題点を記載し、（２）で、その対策を示してお

ります。２７頁から２８頁は、（３）事業計画であります。

２９頁から３０頁をご覧ください。過疎地域持続的発展特別事業分として、事業名および事業内

容等について事業計画を記載しております。

以上がただいま上程されました、議案第３号長万部町過疎地域持続的発展計画の内容であり、過
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疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定により、議会の議決をお願いす

るものであります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第４号 工事請負契約の締結について

（長万部町教員住宅（栄原）新築工事（建築主体））

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第４号工事請負契約の締結について（長万部町教員住宅（栄原）

新築工事（建築主体））の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） ただいま上程されました、議案第４号工事請負契約の締結について、提

案理由と内容をご説明いたします。

このたびの工事請負契約の締結の提案理由は、地方自治法第９６条第１項第５号および議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、５,０００万円以上

の工事請負契約をする場合は、議会の議決を得なければならないとされているため提案するもので

あります。議案の内容につきましては議案の中の表で示しております。

契約の目的は、長万部町教員住宅（栄原）新築工事（建築主体）であります。本工事は、中学校

海側にある教員住宅２棟のうち、海側の住宅１棟４戸が新幹線建設ルート上にあるため、支障物件

の対象となっておりましたが、高校付近の町有地への建替移転が決定したことから、新築工事を実

施するものでございます。

工事概要につきましては、工事場所は長万部町字栄原１４３番地２５、あやめ公園、長万部高等

学校の隣接地で、敷地面積は１,７７３.７３平方メートル、構造は木造平屋建、２棟４戸で全て２

ＬＤＫとなっております。延べ床面積は、１棟１４５.７４平方メートルが２棟であります。

去る８月２７日、指名業者８社で入札を執行したところ、議案のとおり落札いたしました。契約

金額は７,４８０万円、契約の相手方は、上川建設・佐々木建業経常建設共同企業体、代表者、山

越郡長万部町字長万部４２１番地４、有限会社上川建設、代表取締役上川英兒であります。

また、この工期は令和４年２月２８日までで、鉄道運輸機構からの新幹線工事移転補償費による

事業でございます。なお、落札率につきましては、９２.２７％であります。

以上が、議案第４号工事請負契約の締結についての提案理由と内容の説明であります。よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。



- 13 -

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５号 財産の取得について（中型スクールバス）

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第５号 財産の取得について（中型スクールバス）の件を議題

といたします。

地方自治法第１１７条の規定によって、橋本議員の退席を求めます。

〔議員（６番 橋本收司）退席〕

説明員に提案理由の説明を求めます。

對馬学校教育課長。

○学校教育課長（對馬政宏） ただいま上程されました、議案第５号財産の取得について、提案理

由と内容をご説明いたします。

提案理由は、地方自治法第９６条第１項第８号および議会の議決に付すべき財産の取得または処

分に関する条例第３条の規定により、７００万円以上の財産を取得する場合は議会の議決に付さな

ければならないことから提案するものでございます。

議案の内容は、議案の中の表で示しておりますとおり、財産の取得は中型スクールバスでありま

す。去る８月２０日に指名業者５業者による入札を執行したところ、議案のとおり落札されました。

取得金額は２,４６３万５,７８４円であります。取得の相手方は、山越郡長万部町字旭浜８４番

地４、有限会社長万部モータース代表取締役橋本收司であります。納入期限は令和４年３月２５日

までであります。

以上が、議案第５号財産の取得についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上

げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕
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ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

橋本議員の入場を許可いたします。

〔議員（６番 橋本收司）自席へ〕

◎議案第６号 令和２年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第６号令和２年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第６号令和２年度長万部町水道事業

会計剰余金の処分につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

この剰余金の処分につきましては、地方公営企業法施行令に基づき、減債積立金を取り崩して自

己資本金に組み入れる場合には、一旦未処分利益剰余金として整理し、改めて処分を行うこととな

っております。つきましては、議案中の計算書のとおり、未処分利益剰余金４,５００万３,６１６

円のうち、減債積立金より取り崩した２,１５０万円を資本金に組み入れるものでございます。こ

の処分によりまして資本金残高は１億３,０５９万４,３９２円となります。

なお、この処分を行うためには、歳入歳出決算認定前に議会において処分の議決が制度上で必要

となりますので、地方公営企業法第３２条第２項の規定によりまして、議会の議決を求めるもので

ございます。

また、残りの剰余金２,３５０万３,６１６円につきましては、令和２年度の純利益でございます

ので、町条例に基づき減債積立金として処分をしてございます。

以上がただいま上程されました、議案第６号令和２年度長万部町水道事業会計剰余金の処分につ

きましての提案理由とその内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

午前１１時５分まで休憩いたします。

１０時５０分 休憩

１１時０５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第７号 令和３年度長万部町一般会計補正予算（第４号）
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○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第７号令和３年度長万部町一般会計補正予算（第４号）の件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第７号令和３年度長万部町一般会計補正予

算（第４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正額は、歳入歳出にそれぞれ４億６,８９８万９,０００円を追加し、補正後の予算総額

を、５７億９,７０１万９,０００円とするものであります。内容は、補正予算書に添付しておりま

す概要により歳出からご説明いたします。

総務費は、３億４,２８４万５,０００円の追加であります。一般管理費、積立金、２億９,５１

１万円の追加は財政調整基金積立で、令和３年度普通交付税の確定および前年度繰越金の一部を積

み立てるもので、この積立をした後の当基金残高見込額は、７億７,９９５万６,０００円となりま

す。財産管理費、工事請負費４,７８５万円の追加は、本会議場・委員会室音響設備等更新工事お

よび役場庁舎電話交換設備更新工事で、平成１０年の役場庁舎竣工時から使用している設備のため、

経年劣化による不具合や交換部品の調達ができなくなったことから、設備を更新するものでありま

す。

企画費、積立金は、北海道新幹線建設関連補償事業基金への積立８３５万円の減額で､補償事業

への財源充当による減額であります。電子計算費、委託料８６万８,０００円の追加は、公共施設

無線Ｗｉ-Ｆｉ環境構築委託で、高度無線環境整備推進事業に係る無線局開設計画に基づき整備す

るもの。使用料及び賃借料１万４,０００円の追加は、クラウド型システム使用料で、長万部町が

ホストとなってＷｅｂ会議システムを利用するためのライセンス料であります。

防災防犯諸費、委託料３８７万２,０００円の追加は、防災ハンドブック作成業務委託で、北海

道が新たに作成・公表した津波浸水想定区域等を踏まえ、既存の防災マップの更新および統合を行

うものであります。

賦課徴収費、償還金・利子及び割引料３２５万円の追加は、法人町民税の予定納税確定等に伴う、

過年度分過誤納還付金であります。

戸籍住民基本台帳費、委託料２３万１,０００円の追加は、戸籍附票システム改修委託で、既存

の住基システムと戸籍附票システムの初期突合のためのシステム改修委託であります。

民生費は、３,３７８万４,０００円の追加であります。老人福祉費、繰出金６１万円の追加は介

護保険特別会計繰出金で、システム改修に係る事務費であります。地域会館等管理費、委託料４８

万４,０００円の追加は、中規模集会施設建設工事監理業務委託。工事請負費３,０２５万円の追加

は、中規模集会施設建設工事で、新開寿の家・南栄町老人憩の家を統合した施設の建設費でありま

す。

歳入では、２０町債、民生債、地域会館等整備債で３,０７０万円を計上いたしました。

心身障害者特別対策費、償還金・利子及び割引料は１０２万６,０００円の追加で、内訳は、令

和２年度の国や道の負担金・補助金の精算による、障害者自立支援給付費返還金８９万２,０００

円、地域生活支援事業補助金返還金１３万４,０００円の追加であります。

老人福祉センター施設費、需用費１０万円の追加は修理費で､男子脱衣室水抜栓の経年劣化に伴

う修理費用であります。

児童措置費、償還金・利子及び割引料は１３１万４,０００円の追加で、内訳は、令和２年度の
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国や道の負担金・補助金の精算による、子ども・子育て支援交付金返還金１万４,０００円、児童

手当返還金３３万３,０００円、子どものための教育保育給付交付金返還金６万５,０００円、子育

てのための施設等利用給付交付金返還金４０万２,０００円、保育対策総合支援事業補助金返還金

５０万円の追加であります。

衛生費は、２８９万８,０００円の追加であります。予防費、委託料２８２万７,０００円の追加

は、健康管理システム改修委託で、検診結果の利活用に向けた情報標準化および新型コロナウイル

スワクチンの予防接種記録に係るマイナンバー情報連携に伴うシステム改修費であります。

歳入では、１４国庫支出金、衛生費国庫補助金、検診結果利活用情報標準化整備事業で、１４０

万８,０００円を計上いたしました。

償還金・利子及び割引料７万１,０００円の追加は、令和２年度国庫負担金の精算による緊急風

しん抗体検査等事業返還金であります。

農林水産業費は、１,７４２万４,０００円の追加であります。林業振興費、負担金・補助及び交

付金３２万４,０００円の追加は猟銃免許等取得補助で、猟銃免許等取得予定者の増による補助金

の追加であります。分収造林事業費、工事請負費１,０５０万円の追加は作業道修繕工事で、豊津

地区の作業道について、路面が損傷していることから、修繕工事を実施するものであります。

歳入では、１９諸収入、雑入、分収造林収入で、歳出同額の１,０５０万円を計上いたしました。

漁業振興設備等整備事業費、負担金・補助及び交付金６６０万円の追加は、ホタテ貝を海外へ安

全かつ衛生的に輸出するための、ホタテ貝輸出用衛生タンク導入事業補助で、北海道の地域づくり

総合交付金を活用した事業で、補助率は事業費の２分の１以内、事業主体である長万部漁業協同組

合に対する補助であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、漁業振興設備等整備事業で、歳出同額の６６

０万円を計上いたしました。

商工費は、５,２１０万９,０００円の追加であります。商工振興費、需用費１０６万７,０００

円の追加は印刷費、役務費３１万５,０００円の追加は通信費、委託料１０万３,０００円の追加は、

すこやか商品券換金業務委託、負担金・補助及び交付金５,０６２万４,０００円の追加は、すこや

か商品券換金事業補助で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による、経済的・精神的被害を鑑

み、町内における消費活動を喚起させ、すこやかな経済と、すこやかな町民の心身を保つため、町

内のみで使用可能な「すこやか商品券」１万円分を、全町民に配付するものであります。

土木費は、１,０２８万６,０００円の追加であります。都市計画総務費、委託料１９３万６,０

００円の追加は、土地区画整理事業化検討業務委託で、北海道新幹線駅前周辺整備に係る土地区画

整理事業の事業化検討のための委託費用であります。住宅建設費、公有財産購入費５３５万円の追

加は、北海道新幹線建設に伴う町営住宅南部団地移転建設予定地の購入費用。補償・補填及び賠償

金３００万円の追加は、建設予定地購入に伴う支障物件補償であります。

消防費は、５５万７,０００円の追加であります。常備消防費、需用費５５万７,０００円の追加

は、被服費で、職員の欠員補充に伴う新規採用職員の制服等被服経費であります。

教育費は、９０８万６,０００円の追加であります。学習文化センター施設費、工事請負費６９

３万円の追加は受電設備改修工事で、平成４年の竣工時から使用している受電設備について、経年

劣化による不具合や交換部品の調達ができなくなったことから、設備を更新するものであります。

海洋センター施設費、委託料２１５万６,０００円の追加は工事設計業務委託で、スポーツセン
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ターのボイラーから海洋センターにお湯を送る配管の老朽化により、修理費が増加していることか

ら、海洋センターにボイラー室を増築するための設計費用であります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

地方特例交付金の地方特例交付金８１万３,０００円の追加で、令和３年度交付額の確定による

ものであります。地方交付税の普通交付税２億５,７８５万７,０００円の追加は、令和３年度交付

額確定により、増額分を計上いたしました。

国庫支出金、衛生費国庫補助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業は２５９万８,０

００円の追加で、６５歳以上の高齢者接種の加速化等に対する補助金であります。

繰入金の介護保険特別会計繰入金は２,０８５万５,０００円の追加で、令和２年度精算金の一般

会計への繰り入れであります。

町債の臨時財政対策債は１,９４９万７,０００円の減額で、普通交付税の算定に伴う起債見込額

の変更であります。

繰越金は、１億５,７１５万５,０００円の追加であります。

次に、予算書の４頁をご覧ください。第２表は、債務負担行為補正の追加であります。事項は、

中規模集会施設建設事業で、期間は、令和３年度から令和４年度までの２年間、限度額は３億２,

１９７万円以内であります。

第３表は、地方債補正の変更であります。起債の目的は、地域会館等整備および臨時財政対策の

２項目で、変更前１億３,８９０万円を変更後１億５,０１０万３,０００円に、１,１２０万３,０

００円増額し、この表のとおり変更したいというものであります。

以上が、今回提案いたしました令和３年度長万部町一般会計補正予算（第４号）の内容でありま

す。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出より行います。

はじめに総務費８頁から９頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ８頁、防災防犯諸費の委託料。防災ハンドブック作成業務委託なん

ですけれども、この積算根拠お願いします。

○議長（辻義雄） 佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） 防災防犯諸費の委託料の防災ハンドブック作成業務委託の積算根拠であり

ますが、これは見積もりを収集して、金額を算出しております。下見積もりを取って算出しており

ます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） そしたらこの内容ですけれども、内容が変わったんですよね。それ

でハザードマップも変えなきゃないことはわかるんですけども。前にも一度全戸配布されてるんで

すけど、これも全戸配布されるものと考えるんですけど、それでいいのかどうかということと、他

町村でもちょっとやってたとこあるんですけど、映像によるシミュレーション的なもの、そういう

ものも考えているのかどうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） さっきの質問の内容について。ハンドブックはこれは全戸配布。前の部分と

相当津波の高さが変わってきてるんで、それはやっぱりきちっと配布して改訂をしたいというのが
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第１点。それから第２点の映像によるという話なんですが、これ今原課のほうに下ろして、やりた

いという話をしています。ただし相当な資料を集めなきゃいけない。それと同時に安いものではな

いんだわ。かなり高額な金額、例えば扱う会社も本州に１社か２社しかない。それは今調査して、

出来るだけ防犯の映像を、例えば学習文化センターなり福祉センターなりに見れるようにしといて、

ボタンを押したら常に誰でも見れるような、そんなシステムに改修するとなると、相当な予算が掛

かる。ということで今そこまでのことについては防災の担当のほうには全部調査して指示はしてお

ります。ただし、それをいつ議会に提案していくかというのはこれからの課題です。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 前にいただいた大判のサイズのもの、家に貼っておけるタイプのも

のだったんですけれども、そのようになるのか、それとももっとこぢんまりしたものというか、ど

ういうふうになるのか、ちょっとそこら辺内容的に。

○議長（辻義雄） 佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） 仕様につきましては冊子タイプで、以前配布したのは津波のもの限定だっ

たんですけども、その後に津波以外の河川災害や土砂災害のほうもマップができてますので、それ

らを１つにまとめたマップと、防災情報も記載したＡ４版の冊子タイプで考えております。

○議長（辻義雄） ほかの人ありませんか。

長﨑議員。

○議員（５番 長﨑厚） ８頁なんですけども、８頁の１２番委託料、電子計算費、委託料。これ

はＷｉ－Ｆｉは自由に使えるＷｉ－Ｆｉなのか。

○議長（辻義雄） 中山まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（中山裕幸） この電子計算費の１２番委託料でございますけども、これは

役場の庁舎内、これでＷｉ－Ｆｉを使えるように、一般の住民の方が来たときに使えるように構築

する、その委託料でございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

総務費を終わります。

次に民生費、９頁から１０頁です。ありませんか。

長﨑議員。

○議員（５番 長﨑厚） ９頁の１０番老人福祉センター。この修理代、脱衣所、これは風呂を再

開するという考え方で修理をするのか、そのほかまだ違う目的があるのか。

○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 老人福祉センターの脱衣所の水抜き栓の修理でございますが、現在水

抜き栓が破損しておりまして、水漏れが発生してございます。今後浴室についての使用については

めどは立っておりませんが、シャワーについては現在も使用できるようになってございます。老人

福祉センター、災害の避難所にも指定されておりますことから、使用可能な状態で維持していきた

いと、このように考えております。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

民生費を終わります。

次に衛生費、１０頁です。ありませんか。



- 19 -

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 予防費の委託料。健康管理システム改修委託なんですけど、これを

することによって、マイナンバーカード等の紐付けもできることになりますか。

○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） マイナンバーと連携するような形になります。将来的には個人が町外

転出しても自分の、例えば接種の記録ですとか、それからもうひとつは健診の状況ですとか、そう

いったものを確認できるような形になると思います。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） さらになんですけれども、それが各病院等で生かされることになり

ますか。

○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 現在その情報を病院も連携して見れるかどうかというのは、現在のと

ころは医療機関との連携は成されないものと承知しております。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

衛生費を終わります。

次に農林水産業費、１０頁から１１頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

農林水産業費を終わります。

次に商工費、１１頁です。ありませんか。

辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） １８番、負担金・補助及び交付金５,０６６万４,０００円、この中の商

品券の実施時期と、財源というのは何を使用するんでしょうか。

○議長（辻義雄） 小川産業振興課長。

○産業振興課長（小川洋） すこやか商品券の実施時期ですが、商品券の印刷等ありますので、議

決後速やかに決裁を取って時期等を決めたいと思います。また、財源は一般財源になっております。

以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

商工費を終わります。

次に土木費、１１頁から１２頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） １２頁、住宅建設費の公有財産購入費および下の支障物件補償なん

ですけれども、これは以前から私たちが捉えていた高砂の土地でよろしいのかどうかということと、

あと支障物件、これ何件分なのか。

○議長（辻義雄） 加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） お答えいたします。こちらは国有地ではなくて、高砂の国有地に隣接す

る民有地の、公有財産購入費と支障物件、移転補償ということでございます。公有財産購入費に関

しましては、３筆で権利者は２名。そして支障物件移転補償は１件でございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。



- 20 -

〔「なし」の声あり〕

土木費を終わります。

次に消防費、１２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

消防費を終わります。

次に教育費、１２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

教育費を終わります。

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに地方特例交付金、５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方特例交付金を終わります。

次に地方交付税５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方交付税を終わります。

次に国庫支出金、５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

国庫支出金を終わります。

次に道支出金、６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

道支出金を終わります。

次に繰入金、６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰入金を終わります。

次に諸収入、６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

諸収入を終わります。

次に町債、６頁から７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

町債を終わります。

次に繰越金、７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰越金を終わります。

以上で歳入を終わります。

次に４頁をご覧ください。第２表債務負担行為補正を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に第３表地方債補正を行います。４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。
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〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第８号 令和３年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第８号令和３年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１

号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第８号令和３年度長万部町介護保険特

別会計補正予算（第１号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正の主なものは、令和２年度分の介護給付費精算に伴う額の確定による補正で、歳入歳

出にそれぞれ５,９５１万４,０００円を追加し、補正後の予算総額を９億３,７８１万４,０００円

とするものであります。

それでは、補正予算書に添付いたしております概要により、歳出からご説明いたします。

１総務費は、１３２万円の追加であります。一般管理費、委託料１３２万円の追加は、介護保険

法改正に対応するための介護保険事務システム改修業務委託であります。

歳入では、４国庫支出金、事業費補助金、介護保険事業費補助金に７１万円、それから８の繰入

金、一般会計繰入金、その他一般会計繰入金に６１万円を計上いたしました。

次に４基金積立金は、１,９９７万４,０００円の追加であります。介護給付費準備基金積立金、

積立金１,９９７万４,０００円の追加は、介護給付費準備基金へ交付金等の精算および繰越金の額

の確定により積み立てするものであります。積立後の当基金残高見込額は６,５２５万２,５０６円

となります。

６諸支出金は、３,８２２万円の追加であります。償還金、償還金・利子及び割引料１,７３６万

４,０００円の追加は、介護給付費等の額の確定に伴う過年度分返還金であります。一般会計繰出金、

繰出金２,０８５万６,０００円の追加は、前年度の一般会計からの繰入金を介護給付費等の額の確

定に伴い精算するものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

５支払基金交付金５万３,０００円の追加は、地域支援事業交付金過年度分で、前年度の精算に伴

う追加交付であります。

１１繰越金５,８１４万１,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、令和３年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）の内容であります。ご審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から４頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第９号 令和３年度長万部町水道事業会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第９号令和３年度長万部町水道事業会計補正予算（第２号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第９号令和３年度長万部町水道事業

会計補正予算（第２号）の内容についてご説明をいたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正につきましては、収益的収入及び支出の補正で、職員の人事異動に伴う人件費関連予

算の増減および浄水場等維持管理に係る業務委託予算の追加で、歳出科目のみの補正でございます。

予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、支出の水道事業費から２７３万１,０００円を

減額し、補正後の支出予定額を１億５,１５７万６,０００円に改めるものでございます。

内訳では、原水費の手当５７万６,０００円の追加は時間外手当で、委託料５００万円の追加は、

全日水質検査等を含めて、各浄水場３か所およびポンプ場、配水池４か所を主とした保守点検・運

転監視維持管理業務等を委託するものでございます。

続いて配水費は、給料３８２万７,０００円、手当２０３万８,０００円、賞与引当金繰入額６６

万８,０００円、法定福利費１１８万円、および総係費の退職給付費５９万４,０００円の減額につ

きましては、職員１名分の人件費減にかかるものでございます。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条の収益的収入及び支出につきましては、概要で

説明いたしましたので省略をいたします。

第３条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、この経費は職員給与費の合

計で、今回の補正に伴い予算第７条中「２,３１８万９,０００円」を「１,５４５万８,０００円」

に改めるものでございます。

以上が、令和３年度長万部町水道事業会計補正予算（第２号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。３頁です。

ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第３条議会の議決を経なければ流用することのできない経費を行いま

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕
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これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎報告第１号 令和３年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

○議長（辻義雄） 日程第１３、報告第１号令和３年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比

率の報告についての件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、報告第１号令和３年度に公表する健全化判断比

率及び資金不足比率の報告について、内容をご説明いたします。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２条第１項の規定により、令

和３年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率を報告するものであります。

本文をご覧ください。健全化判断比率の欄、左から、実質赤字比率は、標準財政規模に対する実

質収支額の割合で、本町は実質収支額が黒字でありますので、実質赤字比率はございません。括弧

内に記載しておりますが、早期健全化基準は１５％以上であります。

次に、連結実質赤字比率は、標準財政規模に対する全会計の実質収支額あるいは資金不足額また

は剰余額の合計額の割合であります。

令和２年度の本町の一般会計及び特別会計並びに企業会計のうち、国保会計以外は黒字、あるい

は資金不足額がなく、国保会計を含めても連結実質収支が黒字であるため、連結実質赤字比率はご

ざいません。早期健全化基準は２０パーセントであります。

次に、実質公債費比率でありますが、これは標準財政規模に占める地方債の元利償還金及び下水

道などの公営企業債の返済などに充てた繰出金などの割合で、１１.９パーセントの見込みであり

ます。昨年度は１２.４パーセントでありました。早期健全化基準は２５パーセント以上でありま

す。

次に、将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合で、

４５パーセントの見込みとなっております。昨年度は５３.１％でありました。将来負担比率の早

期健全化基準は３５０パーセントであります。

次に下段の、特別会計の資金不足比率でありますが、事業規模に対する資金不足額の割合が資金

不足比率となりますが、公共下水道事業特別会計・ガス事業会計・水道事業会計・病院事業会計の

いずれの会計も資金不足はございません。早期健全化段階になるとみなされる資金不足比率の基準

値である経営健全化基準は２０パーセント以上であります。

なお、今回報告した比率は、現在、北海道や国に資料を提出しており、精査により数値変動があ

る場合もございますので、あらかじめご承知おき願います。
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以上、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２条第１項の規定によ

りご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって、本件の報告を終わります。

◎報告第２号 放棄した債権の報告について

○議長（辻義雄） 日程第１４、報告第２号放棄した債権の報告についての件を議題といたします。

説明員に提案理由の説明を求めます。

本前税務課長。

○税務課長（本前武広） ただいま上程されました、報告第２号放棄した債権について、長万部町

債権管理条例第１３条第１項および第２項の規定により、次のとおり町の債権を放棄しましたので、

同条例第１４条の規定によりご報告いたします。

放棄した事由は、長万部町債権管理条例第１３条第１項第６号に該当し、徴収停止後１年を経過

したのち、なお無資力等の状態にあり、履行の見込みがないと認められるもの及び同条第２項の所

在が不明なもので、件数４件、金額３万８０円で、令和２年度末をもって放棄したものであります。

内訳は、水道事業会計の水道料金２件で１万２,８２７円、ガス事業会計のガス料金１件で１万２,

５２３円、病院事業会計の入院、外来医療費等１件で４,７３０円であります。

以上がただいま上程されました、報告第２号放棄した債権についてのご報告とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって本件の報告を終わります。

午後１時まで休憩いたします。

１１時４６分 休憩

１３時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎認定第１号 令和２年度長万部町一般会計決算認定についてから

認定第８号 令和２年度長万部町病院事業会計決算認定についてまで

○議長（辻義雄） 日程第１５、認定第１号から日程第２２、認定第８号までの８件は、令和２年

度一般会計、各特別会計及び各企業会計の決算認定に関する議案につき、会議規則第３７条の規定

により一括して議題といたします。これより提出者に決算の説明を求めます。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 令和２年度一般会計及び特別会計並びに企業会計決算説明。

令和２年度長万部町一般会計及び各特別会計並びに各企業会計決算の認定に付するにあたり、そ

の概要を申し上げます。

令和２年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況にあり

ますが、緊急経済対策、令和２年度第１次・第２次補正予算の効果も相まって、持ち直しの動きが

見られる一方、経済の水準はコロナ前を下回った状態にとどまり、経済の回復は道半ばであります。

このような情勢のもと、本町においては基幹産業であるホタテ養殖漁業の不振等により、自主財
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源である町税は調定額が前年度比６.８％の減、収入額では５.６％減の６億２,４２２万５,０００

円の収入となり、歳入に占める町税の割合は９.６％となっております。

また普通交付税は、地域社会再生事業費の項目新設等により、前年度に比較し６,８２５万１,０

００円増の２１億２,７３９万８,０００円となりました。

財源不足を補てんするため特例的に認められる地方債で、後年度全額交付税措置される臨時財政

対策債は、３万円減の８,７２６万２,０００円となっております。

令和２年度における町政の執行にあたりましては、国・地方ともに引き続き厳しい財政状況の中、

経常経費の節減を図るとともに、各種事業の緊急度や経済効果を考慮し、住民福祉の向上に努めて

きたところであります。

それでは、はじめに一般会計の決算について申し上げます。歳入合計６４億７,７５３万２,００

０円、歳出合計６３億１,６０６万４,０００円で、歳入歳出差引額１億６,１４６万８,０００円と

なりました。翌年度へ繰越すべき財源４３１万３,０００円を差し引き、実質収支１億５,７１５万

５,０００円の剰余金を生じました。歳出の不用額は、１億５,５８３万３,０００円となっており

ます。

次に、各種基金の令和２年度末現在の残高は、財政調整基金９億５,６２６万７,０００円、減債

基金６,６０７万１,０００円、地域振興基金７,７０１万円、生活交通確保対策基金２,５１１万８,

０００円、まちづくり基金１億５,９９９万２,０００円、北海道新幹線建設関連補償事業基金６,

３７２万円、地域福祉基金３,４９５万円、し尿処理施設解体基金１億３,１８５万２,０００円、

中山間ふるさと・水と土保全基金５２６万２,０００円、森林環境譲与税基金８７４万９,０００円、

学校教育施設整備基金１３８万２,０００円、土地開発基金１,７８３万１,０００円、備荒資金１

億２,５１１万２,０００円、以上１３基金の合計残額は１６億７,３３２万１,０００円となってお

り、前年同期に比較し５,６９０万９,０００円の増となりました。

次に、主な施策および事業費の概要を申し上げます。総務費では、公共施設対策８７５万１,０

００円、地域おこし対策５６６万６,０００円、まちづくり計画策定５１１万５,０００円、新幹線

建設負担金５,２１３万５,０００円、生活交通確保対策事業補助５６７万円、東京理科大学環境整

備事業補助４５０万円、地域情報化４,７５０万３,０００円、交通安全対策１０８万９,０００円、

交通安全指導員協議会補助９０万円、ガス・温泉採取供給１,９３８万９,０００円、防災対策１,

３６５万３,０００円、防犯灯・街路灯整備５１７万１,０００円、街路灯電気料補助３７４万５,

０００円。

民生費では、認定こども園整備１億７,３３６万３,０００円、長万部町社会福祉協議会補助１,

１６２万４,０００円、地域保育所等補助４００万８,０００円、多子世帯保育料等軽減補助１４４

万６,０００円、タクシーチケット６５３万１,０００円、福祉センター運営４９３万円、高齢者生

活支援４７８万６,０００円、介護予防・生きがい活動支援３９１万８,０００円、在宅福祉支援１

１１万３,０００円、老人福祉バス運行２４８万４,０００円、高齢者生活福祉センター運営２,３

００万円、地域敬老会補助１５８万２,０００円、社会福祉施設入所者措置２１２万９,０００円、

地域会館等整備２,５７８万３,０００円、心身障害者特別対策費１億８,３５４万４,０００円、ひ

とり親家庭等医療費４５５万円、老人福祉センター運営４４２万４,０００円、特別定額給付金５

億１,７４０万円、乳幼児等医療費８４６万４,０００円、保育所整備６２９万２,０００円、児童

手当４,７８０万５,０００円、子育て世帯臨時特別給付金４４６万円、後期高齢者医療特別会計繰
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出金３,７４３万６,０００円、国民健康保険特別会計繰出金７,７２９万円、介護保険特別会計繰

出金１億６,９３４万円。

衛生費では、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,１２３万７,０００円、ごみ処理施設運営１億１,

９８９万５,０００円、下水路整備５４７万８,０００円、し尿処理施設維持管理３,０８３万４,０

００円、し尿処理施設解体整理５,１９１万５,０００円、道南ドクターヘリ運行経費負担金２２８

万１,０００円、病院事業会計繰出金３億９,５００万円、水道事業会計繰出金２２０万４,０００

円。

農林水産業費では、農業振興２４５万２,０００円、畜産振興１,８７７万３,０００円、農地振

興２,７４６万６,０００円、公共牧場管理運営２,２９４万９,０００円、林業振興２,９８７万７,

０００円、分収造林７７０万７,０００円、林道新設改良２,１６８万９,０００円、水産業振興２

８０万３,０００円、水産基盤整備３,７１５万８,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,２０

８万円、アイヌ政策推進４,７４０万円、アイヌ農林漁業対策３,７４１万円、漁業振興設備等整備

１,１４０万円。

商工費では、商工会運営費補助５００万円、商工業者経営改善等支援補助１,０００万円、新型

コロナウイルス感染症対策補助２,５９８万３,０００円、受難事業者支援金２８５万円、くらし応

援商品券換金事業補助２,５２７万８,０００円、歳末あったか商品券換金事業補助５,０１７万７,

０００円、観光振興１,５４８万７,０００円、多目的活動センター運営５３５万４,０００円。

土木費では、中型バス購入４,０１４万４,０００円、道路橋梁維持２億７,４２０万８,０００円、

道路新設改良１０６万５,０００円、河川維持７０９万６,０００円、都市計画１,１７３万７,００

０円、公園環境整備１,３４４万９,０００円、町営住宅整備７８９万３,０００円、町営住宅建設

１億４,６９８万７,０００円、公共下水道事業特別会計繰出金１億９,６４５万７,０００円。

消防費では、消防施設整備２,１５５万７,０００円。

教育費では、教育委員会連絡車購入４７２万８,０００円、長万部高校通学費補助５６６万４,０

００円、長万部高校制服購入費補助９９万７,０００円、小学校整備２,２７５万９,０００円、小

学校就学援助費９６万円、中学校整備２,４５７万７,０００円、中学校就学援助費１１３万７,０

００円、町民センター運営１４２万円、学習文化センター運営１,２０４万１,０００円、スポーツ

センター運営６５８万１,０００円、海洋センター運営９７３万９,０００円、学校給食センター運

営９,２２０万７,０００円となりました。

繰越明許費では、林業振興２,７５０万７,０００円、中学校整備５,９６２万円となりました。

投資的経費の総額は１９億４,４２９万７,０００円で、歳出総額の３０.８％を占めております。

その他の性質別経費の割合は、人件費９億８,９１３万５,０００円で１５.７％、物件費３億６,

７８６万９,０００円で５.８％、諸費２５億１,２７７万５,０００円で３９.８％、公債費５億１

９８万６,０００円で７.９％となっております。

また、令和２年度末の起債借入残高は、元金４８億４,１８３万５,０００円、利子９,５４９万

９,０００円、合計４９億３,７３３万４,０００円となっております。健全化判断比率である実質

公債費比率は１１.９％、将来負担比率は４５％となっております。

次に、後期高齢者医療特別会計の決算について申し上げます。歳入総額１億２２６万４,０００

円、歳出総額１億１４９万４,０００円、歳入歳出差引額７７万円となりました。

歳入は、後期高齢者医療保険料６,３７６万円、使用料及び手数料９,０００円、繰入金３,７４
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３万６,０００円、諸収入３万１,０００円、繰越金８５万６,０００円、国庫支出金１７万２,００

０円となっております。

歳出は、総務費２２２万９,０００円、後期高齢者医療広域連合納付金９,９２３万４,０００円、

諸支出金３万１,０００円となっており、１８５万８,０００円の不用額が生じておりますが、これ

は、予算現額に対し後期高齢者医療広域連合納付金の減が主な要因であります。

次に、国民健康保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額７億３,６３４万９,０００

円、歳出総額７億４,７８７万９,０００円で、歳入歳出差引額１,１５２万９,０００円の赤字とな

りました。

歳入は、国民健康保険税が１億４,９１０万２,０００円、使用料及び手数料９万１,０００円、

国庫支出金６９４万７,０００円、道支出金５億２０７万２,０００円、繰入金７,７２９万円、諸

収入８４万７,０００円となっております。

歳出は、総務費が２,６３８万７,０００円、保険給付費４億８,６０２万３,０００円、国民健康

保険事業費納付金１億９,８００万１,０００円、財政安定化基金拠出金１,０００円、保健事業費

５３４万２,０００円、諸支出金８５４万６,０００円、繰上充用金２,３５７万９,０００円となっ

ており、３,４１５万９,０００円の不用額が生じておりますが、これは、予算現額に対し保険給付

費の減が主な要因であります。令和２年度において赤字となった１,１５２万９,０００円は、翌年

度歳入繰越充用で補てんいたしました。

次に、介護保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額９億６４２万２,０００円、歳

出総額８億４,８２８万１,０００円で、歳入歳出差引額５,８１４万１,０００円となりました。

歳入は、保険料１億１,６７９万４,０００円、国庫支出金２億２,９９８万４,０００円、支払基

金交付金１億９,６４５万８,０００円、道支出金１億２,１３２万４,０００円、繰入金１億９,７

３０万３,０００円、サービス収入２５２万５,０００円、繰越金４,２００万６,０００円、その他

分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、諸収入で２万８,０００円となっております。

歳出は、総務費２,７８０万８,０００円、保険給付費７億４１９万４,０００円、地域支援事業

費６,９４０万８,０００円、基金積立金３,３１７万９,０００円、諸支出金１,３６９万２,０００

円となっており、５,１２６万８,０００円の不用額を生じましたが、その主な要因は予算現額に対

する保険給付費の減によるものであります。介護給付費準備基金残高は、４,５２７万９,０００円

となっております。

次に、公共下水道事業特別会計の決算について申し上げます。歳入総額は３億１,８９２万８,０

００円で、歳出総額２億９,８９８万８,０００円で、歳入歳出差引額１,９９３万９,０００円とな

りました。

歳入の内訳は、使用料及び手数料５,９５９万３,０００円、国庫支出金７２０万円、一般会計繰

入金１億９,６４５万７,０００円、諸収入４,０６９万１,０００円、町債３５０万円、繰越金１,

１４８万６,０００円となっております。

歳出では、下水道費１億４,９２５万９,０００円、公債費１億４,９７２万９,０００円となって

おります。

次に、ガス事業会計の決算について申し上げます。年度末ガス需要家戸数は９９２戸で、前年度

に比べて３９戸減少となり、ガス販売量は２０万１,２０５立方メートルで、前年度に比べ２万６,

１０８立方メートルの減少となりました。
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決算額は、収益的収入１億３７万６,０００円、収益的支出１億１,７８０万１,０００円、差引

１,７４２万５,０００円の損失となりました。この損失を前年度繰越欠損金に加えますと、当年度

未処理欠損金は４億１,３５６万８,０００円となります。

収入の内訳は、ガス売上８,０４３万１,０００円、営業雑収益４６３万円、営業外収益１,３９

５万６,０００円、特別利益１３５万９,０００円、支出では、原料費１,７６０万９,０００円、人

件費３,２７３万７,０００円、その他事業費用６,０４７万６,０００円、営業外費用６９７万９,

０００円となります。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、企業債４,０６０万円、出資金１,３５４万３,００

０円、支出では、建設改良費５,４４５万１,０００円、企業債償還金２,６７７万６,０００円で、

収入支出差引不足額２,７０８万４,０００円については、過年度分損益勘定留保資金２,１７８万

７,０００円、当年度分消費税資本的収支調整額４０１万２,０００円および過年度分消費税資本的

収支調整額１２８万５,０００円で補てんいたしました。

次に、水道事業会計の決算について申し上げます。年度末給水件数は２,６７２件で、前年度に

比べ５２件の減少となり、年間給水量は５８万８,５５２立方メートルで、昨年度に比べて９,０１

７立方メートルの減少となりました。

決算額は、収益的収入１億７,４３７万９,０００円、収益的支出１億５,０８７万６,０００円、

差引２,３５０万３,０００円の利益となりました。

なお、前年度繰越欠損金はございませんので、この利益分２,３５０万３,０００円が当年度未処

分利益剰余金の一部となり、町水道事業の剰余金の処分等に関する条例により、減債積立金として

処分しております。

収入の内訳は、水道料金１億４,３７５万７,０００円、受託工事収益１,８２０万１,０００円、

その他の営業収益３９万３,０００円、営業外収益１,２０２万８,０００円、支出では、人件費２,

０４８万６,０００円、受託工事費１,３６２万３,０００円、減価償却費４,３２２万７,０００円、

その他営業費用６,０１４万４,０００円、営業外費用１,３３９万６,０００円となっております。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、一般会計補助金１９９万２,０００円、支出では、

建設改良費４７０万８,０００円、企業債償還金４,９４０万５,０００円で、収入支出差引不足額

５,２１２万１,０００円については、過年度分損益勘定留保資金１,５６１万１,０００円、当年度

分損益勘定留保資金１,４５８万２,０００円、減債積立金処分額２,１５０万円及び当年度分消費

税資本的支出調整額４２万８,０００円で補てんいたしました。

なお、減債積立金の取り崩しによる２,１５０万円の未処分利益剰余金については、地方公営企

業法第３２条第２項の規定により、議会の議決後に資本金として処分する形になります。

次に、病院事業会計の決算について申し上げます。決算額は、収益的収入６億２,１４６万６,０

００円、収益的支出６億４,１６８万６,０００円、２,０２２万円の赤字となり、当年度分消費税

資本的収支調整額を加えますと、２,０６３万７,０００円の当年度純損失となりました。この当年

度純損失に、前年度繰越欠損金を加えますと、当年度未処理欠損金は５億１,６８７万７,０００円

となります。

次に、内訳について申し上げます。収益的収入は、入院収益７,８５９万円、外来収益９,９６２

万８,０００円、その他医業収益３,０９０万６,０００円、医業外収益３億９,８４３万５,０００

円、医業外収益のうち３億９,２４９万８,０００円は一般会計からの繰入金、特別利益は１,３９
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０万７,０００円となります。

また、収益的支出は、人件費４億３,６７１万７,０００円、材料費４,０９０万円、経費１億１,

８４０万４,０００円、減価償却費２,９５８万９,０００円、資産減耗費３３万５,０００円、研究

研修費２２万９,０００円、医業外費用１６０万５,０００円、特別損失１,３９０万７,０００円と

なっております。

資本的収支及び支出の決算額は、収入では、負担金２５０万２,０００円、支出では、建設改良

費６６１万５,０００円、企業債償還金５６５万６,０００円で、収入支出差引不足額９７６万９,

０００円については、過年度分損益勘定留保資金９３５万２,０００円および当年度分消費税資本

的収支調整額４１万７,０００円で補てんいたしました。

以上、令和２年度一般会計及び特別会計並びに企業会計決算の概要を申し上げましたが、監査委

員の決算審査意見書は別冊のとおりであります。認定くださりますよう、よろしくお願いをいたし

ます。

１か所訂正をお願いいたします。５頁の２行目３行目、「歳入繰越充用」と申し上げましたが、「歳

入繰上充用」と訂正させていただきます。大変申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上をもって決算の説明を終わります。

◎決算審査意見報告

○議長（辻義雄） 続いて監査委員に決算審査意見の報告を求めます。

大澤監査委員。

〔代表監査委員（大澤栄一）登壇〕

○代表監査委員（大澤栄一） それでは令和２年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審

査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。第１、審査した会計。

１、令和２年度長万部町一般会計。

２、令和２年度長万部町後期高齢者医療特別会計。

３、令和２年度長万部町国民健康保険特別会計。

４、令和２年度長万部町介護保険特別会計。

５、令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計。

第２、審査に要した期間。令和３年７月１９日から、令和３年８月６日まで。実９日間。

第３、審査の手続。

審査に付された令和２年度一般会計・特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関

する調書および財産に関する調書の決算計数および執行状況の確認を行い、主要事業の各状況につ

いて、それぞれの関係諸帳簿および証拠書類との照合・確認を行うとともに、関係機関から資料の

提出と説明を求め、その実態の把握に努めながら、確実を期し審査を実施した。

また、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査において、現金および有価証券の残、

計数ならびに領収書の確認など、すでに実施済みのものについては審査を省略した。

第４、審査の結果。
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１、審査に付された令和２年度一般会計・特別会計決算の計数は、それぞれの関係諸帳簿および

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認めた。なお、財産に関する調書の計数についても審

査したが、計数はいずれも正確であると認められた。

２、基金の運用状況については、基金の目的に沿って合理的かつ効率的に運用されていると認め

られた。

３、予算の執行状況については、審査した限りにおいておおむね適正、妥当であると認められた。

第５、決算の概要と意見。２頁から１４頁については詳細を記載しておりますので、後ほどご確

認をお願いいたします。

次に、審査意見について申し上げます。１５頁をお開きください。

（６）意見。歳入決算額は６４億７,７５３万２,２１８円で、予算額６６億９,３２０万円に対

し、２億１,５６６万７,７８２円の減収となり、予算に対する収入率は９６.８％で、前年度に比

べ２.２ポイント下回っている。調定額６５億１,８９９万５,４９７円に対する収入率は、９９.４

％となっている。

歳出決算額は６３億１,６０６万４,０３１円で、予算額６６億９,３２０万円に対し、執行率９

４.４％で、不用額は３億７,７１３万５,９６９円生じたが、繰越明許費２億２,１３０万２,００

０円を除くと、１億５,５８３万３,９６９円となっている。

歳入総額から、歳出総額と翌年度へ繰越すべき財源（繰越明許費繰越額）４３１万３,０００円

を差し引いた１億５,７１５万５,１８７円が、実質収支額となっている。

歳入構成比率の主なものは、地方交付税が３６.３％（２３億５,３７５万５,０００円）、町税が

９.６％（６億２,４２２万４,７４０円）、繰入金９.１％（５億９,２５７万１,６４１円）で、全

体の５５％を占めている。

財源の構成比率は、自主財源が３１.８％（前年度比０.２ポイント減）、依存財源が６８.２％と

なっており、前年度と比べ自主財源の割合がわずかに減少し、依然として依存財源に頼らざるを得

ない財政構造が続いている。

収入未済額は３,８５４万３０５円で、町税３,４３５万５,９３５円、分担金及び負担金１７６

万８,４８４円、使用料及び手数料２０９万４,４０６円、諸収入３２万１,４８０円であった。

町財政の根幹をなす町税等の徴収にあたっては、安定した財源の確保および公平・公正な負担の

観点からも、未収入の実態を把握し適切な債権管理を行い、引き続き新たな未収入の発生防止・解

消に総力をあげて取り組まれることを望む。

町税の不納欠損は、合計２８８万８,１７４円で、その理由別の内訳は、処分停止期間中に消滅

時効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）が２６１万８,２７４円（９１人）、ただちに納税

義務を消滅させたもの（地方税法第１５条の７第５項）が２６万９,９００円（６人）となってお

り、昨年に比べ９２万８１９円減少している。

不納欠損処分については、法令等の制約があり、個々の実態については把握できなかったが、税

負担の公平性の観点から、単に事務的に処理することなく、今後も厳正を期するよう努められたい。

歳出を性質別分類でみると、人件費、扶助費、公債費（手数料含む）を合わせた義務的経費は１

７億４,９６０万３,８０４円で、前年度と比較して９,５２５万６,０７１円（５.８％）の増とな

っている。

内訳別にみると、人件費は９億８,９１３万５,０７９円で、前年度と比較して８,７１４万１,８
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３５円の増、扶助費は２億５,８４８万１,９６０円で、前年度と比較して１４６万３,０１６円の

増、公債費は５億１９８万６,７６５円で、前年度と比較して６６５万１,２２０円の増となってい

る。

歳出に占める義務的経費の割合は２７.７％で、前年と比較すると３.６ポイント下回っているが、

依然として義務的経費のウエイトが高く、それだけ財政に余裕がないこととなり、この比率の動向

には特に注意する必要がある。

投資的経費は１９億４,４２９万７,２９５円で、前年度と比較して１億７,２７２万２,１２３円

（９.７％）の増となっている。

その他経費は２６億２,２１６万２,９３２円で、前年度と比較して７億５,９８６万３,７６０円

（４０.８％）の増となっている。

本町の財政については、今後も厳しい財政状況が続くものと想定されるため、費用対効果を十分

検証のうえ、さらなる行財政の簡素化・効率化を進め、公正で合理的かつ能率的な行財政運営を図

り、住民サービスの質的向上に努力されたい。

続きまして、特別会計についてご報告いたします。１７頁をお開きください。

３、特別会計。特別会計全般の歳入総額は２０億６,３９６万５,９００円、歳出総額は１９億９,

６６４万３,９７６円で、歳入歳出差引６,７３２万１,９２４円となっている。前年度との決算額

比較総括表を下記に記載しております。

１８頁をお開きください。（１）後期高齢者医療特別会計。

歳入決算額１億２２６万４,７３９円は、予算額１億３３５万２,０００円に対し１０８万７,２

６１円の減収となり、予算に対する収入率は９８.９％で、前年度に比べ０.３ポイント下回ってい

る。

調定額１億２９０万４,９３９円に対する収入率は９９.４％で、前年度に比べ０.２ポイント上

回っている。

歳出予算額１億３３５万２,０００円に対し、決算額１億１４９万４,２２０円、執行率９８.２

％で、不用額は１８５万７,７８０円となっている。歳入歳出差引額は７７万５１９円となってお

り、翌年度へ繰越している。

（２）国民健康保険特別会計。歳入決算額７億３,６３４万９,６９２円は、予算額７億８,２０

３万９,０００円に対し４,５６８万９,３０８円の減収となり、予算に対する収入率は９４.２％で、

前年度に比べ４.３ポイント上回っている。調定額７億６,８７９万７,８２７円に対する収入率は

９５.８％で、前年度に比べ１.１ポイント上回っている。歳出予算額７億８,２０３万９,０００円

に対し、決算額７億４,７８７万９,６２４円、執行率９５.６％で、不用額は３,４１５万９,３７

６円となっている。歳入歳出差引額マイナス１,１５２万９,９３２円は、翌年度歳入繰上充用で補

てんしている。

国民健康保険税は、調定額１億８,１３８万６,７５４円に対し、収入済額は１億４,９１０万１,

５１９円で、調定に対する収入率は８２.２％であり、前年度に比べ１.６ポイント上回っている。

収入未済額２,９８６万２,９１２円は、前年度に比べ８９８万２,０４２円減少している。

また、２４２万２,３２３円が不納欠損処分されており、その内訳は、処分停止期間中に消滅時

効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）が３０人、２４２万２,３２３円であり、前年に比

べ８人減、９万３,３２３円の増となっている。不納欠損処分については、法令等の制約があり、
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個々の実態については把握できなかったが、税負担の公平性の観点から、単に事務的に処理するこ

となく、今後も厳正を期するよう努められたい。

本年度は収納率が向上したものの、被保険者の負担の公平を期すためにも延滞者対策を強化し、

さらなる収納率の向上と国民健康保険財政の健全化に一層の努力を望む。

１９頁をお開きください。（３）介護保険特別会計。歳入決算額９億６４２万２,７７０円は、予

算額８億９,９５４万９,０００円に対し６８７万３,７７０円の増収となり、予算に対する収入率

は１００.８パーセントで、前年度に比べ０.６ポイント下回っている。調定額９億９５３万９,５

７０円に対する収入率は９９.７％で、前年度に比べ０.１ポイント上回っている。歳出予算額８億

９,９５４万９,０００円に対し、決算額８億４,８２８万１,２４５円、執行率９４.３％で、不用

額は５,１２６万７,７５５円となっている。

歳入歳出差引額は５,８１４万１,５２５円となっており、翌年度へ繰越している。介護給付費準

備基金の令和２年度末現在残は、４,５２７万８,５０６円となっております。

（４）公共下水道事業特別会計。歳入決算額３億１,８９２万８,６９９円は、予算額３億２１７

万３,０００円に対し、１,６７５万５,６９９円の増収となり、予算に対する収入率は１０５.５％

で、前年度に比べ４.７ポイント上回っている。調定額３億２,３２５万３,８８３円に対する収入

率は９８.７％で、前年度に比べ０.７ポイント下回っている。

歳出予算額３億２１７万３,０００円に対し、決算額２億９,８９８万８,８８７円、執行率９８.

９％で、不用額は３１８万４,１１３円となっている。歳入歳出差引額は１,９９３万９,８１２円

となっており、翌年度へ繰越している。

２０頁をお開きください。４、基金の運用状況。

各基金の本年度中増減額は、財政調整基金マイナス４,２２２万６,１５０円、減債基金マイナス

１,４９９万９,１８２円、地域振興基金マイナス４,９９９万２,６７８円、生活交通確保対策基金

マイナス５８０万８,９５０円、まちづくり基金マイナス３,０９２万５,５２７円、地域福祉基金

マイナス１９９万９,６２６円、中山間ふるさと・水と土保全基金プラス３１７円、学校教育施設

整備基金プラス１７円、土地開発基金プラス１,０７４円、森林環境譲与税基金プラス６１４万３,

１７７円、し尿処理施設解体基金プラス１億３,１８５万２,６０１円、北海道新幹線建設関連補償

事業基金プラス６,３７２万円、備荒資金プラス１１４万４,０８６円であり、全基金の年度末現在

高は１６億７,３３２万１,１８２円となっている。なお、各基金の令和２年度末現在高につきまし

ては、表に記載のとおりとなっております。

以上で、令和２年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見の報告を終わります。

それでは続きまして、令和２年度長万部町企業会計決算審査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。第１、審査した会計。

１、令和２年度長万部町ガス事業会計。

２、令和２年度長万部町水道事業会計。

３、令和２年度長万部町病院事業会計。

第２、審査に要した期間。令和３年７月１５日から、令和３年７月１６日まで。実２日間。

第３、審査の手続。審査に付された令和２年度各企業会計決算報告書ならびに損益計算書、剰余

金計算書、または欠損金計算書、剰余金処分計算書、または欠損金処理計算書および貸借対照表な

どが、各事業の財政状況および経営成績を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳票、
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証拠書類等との照合および確認を行うとともに、関係職員から説明を聴取し、予算の執行状況の適

否について審査を実施した。

第４、審査の結果。各会計ごとに決算諸表、経営状況などについて、決算の概要とともに次のと

おり意見を述べる。

２頁をお開きください。１、ガス事業会計。２頁から３頁については詳細を記載しておりますの

で、後ほどご確認をお願いいたします。

４頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。

ガス料金は、原材料調整制度を導入し事業経費の節減に努めながら、経営の健全化に努力している

ことがうかがえるが、修繕費の増などにより１,７４２万５,４５９円の当年度純損失を計上、この

額に前年度繰越欠損金３億９,６１４万２,９８３円を加えると、当年度未処理欠損金は４億１,３

５６万８,４４２円である。

今後もガス需要家の減少等、厳しい環境での事業運営が予想されるため、ガス事業の今後の運営

については、単年度収支黒字を目途に、なお一層経営の効率化、費用の節減を図り、保安体制を強

化して安定供給に努力されたい。

続きまして、水道事業会計。５頁をお開きください。

２、水道事業会計。５頁から６頁については詳細を記載しておりますので、後ほどご確認願いま

す。

７頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。

本年は、給水件数が前年度と比較して５２件減少したため、給水量も前年度より減となったが、

２,３５０万３,６１６円の当年度純利益が計上されている。今年度は、当年度未処分利益剰余金が

４,５００万３,６１６円計上されたが、今後も人口減少や給水戸数の減少により、給水収益の伸び

は期待できず、厳しい事業運営が続くものと予想されることから、なお一層企業努力を重ね、経営

の健全化と良質水道の安定供給に努力されたい。

続きまして、病院事業会計。８頁をお開きください。

３、病院事業会計。８頁から９頁には詳細を記載しておりますので、後ほどご確認願います。

１０頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められ

た。

当病院は、公立病院としての高度医療や救急医療、地域に根ざした診療に住民の寄せる期待は極

めて大きい。本年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、前年度に比べ入院患者数およ

び外来患者数ともに減となり、また、一般会計からの繰入金３億９,２４９万８,１０８円を得ても、

２,０６３万７,４４９円の当年度純損失を計上、当年度未処理欠損金は５億１,６８７万７,４５０

円である。

病院経営は、コロナ禍でのますます厳しい状況が続くが、収支改善は急務であり、なお一層経営

の効率化、費用の節減を図り、健全経営の確立に務め、地域医療の充実に努力されることを望む。

以上で、令和２年度長万部町企業会計決算審査意見についての報告を終わります。

〔代表監査委員（大澤栄一）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で監査委員からの報告を終わります。

お諮りいたします。認定第１号から認定第８号までについては、議長および議会選出の監査委員

を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第９８条第１
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項の権限を委任のうえ付託し審査することとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって認定第１号から認定第８号までについては、議長および議会選出

の監査委員を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第

９８条第１項の権限を委任のうえ付託して審査することに決定いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１３時５６分 休憩

１４時０４分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま、委員長、副委員長が選出されましたのでご報告いたします。

委員長には高橋議員、副委員長には村川議員、以上のとおり選任されました。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時０５分 休憩

１４時０６分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長（豊嶋慎一） 諸般の報告をいたします。

ただいまから議題となります同意第１号長万部町教育委員会委員の任命についての議案が町長よ

り提出されましたので、お手元に配付いたしました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第１号 長万部町教育委員会委員の任命について

○議長（辻義雄） 日程第２３、同意第１号長万部町教育委員会委員の任命についての件を議題と

いたします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第１号長万部町教育委員会委員の任命につき

まして、提案理由をご説明いたします。

教育委員小野雄二氏は、令和３年９月３０日付をもって任期満了となりますので、再度任命いた

したく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求め

るものであります。

任命の同意を求める者は、住所、山越郡長万部町字長万部３７９番地、氏名、小野雄二氏で、昭

和３８年１２月２日生まれでございます。よろしくご同意くださるようお願いをいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件は同意することに決定いたしました。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時０８分 休憩

１４時１０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長（豊嶋慎一） 諸般の報告をいたします。

ただいまから議題となります、諮問第１号人権擁護委員の推薦についての議案が町長より提出さ

れましたので、お手元に配付いたしました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎諮問第１号 人権擁護委員の推薦について

○議長（辻義雄） 日程第２４、諮問第１号人権擁護委員の推薦についての件を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、諮問第１号人権擁護委員の推薦につきまして、提

案理由をご説明いたします。

長万部町には、現在３名の人権擁護委員が法務大臣から委嘱されております。このたびそのうち

の小野雄二氏が、本年１２月３１日付をもって任期満了となりますので、後任に次の者を推薦いた

したく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるものであります。

推薦する候補者の住所は、山越郡長万部町字長万部４２９番地５１、氏名は村上勝子氏で、昭和

３１年１１月１８日生まれでございます。なお、任期は令和４年１月１日から令和６年１２月３１

日までの３年となります。よろしくご同意願いますようお願いを申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。
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これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件は同意することに決定いたしました。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議事の都合により９月９日から１５日までの７日間は休会したいと思います

が、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって９月９日から１５日までの７日間を休会することに決定いたしました。

なお、本会議は９月１６日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。ご苦労様でした。

１４時１３分 散会


